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正
副
議
長
あ
い
さ
つ・ト
ピ
ッ
ク
ス

正副議長あいさつ・トピックス

９
月
臨
時
会
に
て議

長
・
副
議
長
が
決
定

９
月
５
日
開
催
の
令
和
７
年
第
１
回
臨
時
会
に
お
い
て
︑
本
会
議
中
に

選
挙
を
行
い
︑
議
長
に
佐
藤
暸
二
議
員
︑
副
議
長
に
大
河
内
和
彦
議
員
が

当
選
し
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
︒

り
、
形
成
過
程
に
多
面
的
に
参

画
し
、
重
要
な
意
思
決
定
を
行

う
役
割
を
持
ち
ま
す
。

ま
た
、
市
の
財
政
運
営
や
事

務
処
理
を
監
視
す
る
機
能
も
果

た
す
必
要
が
あ
り
、
こ
の
二
つ

の
役
割
を
確
実
に
遂
行
す
る
こ

と
が
、
議
長
の
使
命
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

任
期
中
に
取
り
組
む
べ
き
、

大
き
な
課
題
と
し
て
、
市
の
財

政
健
全
化
へ
の
責
任
あ
る
対
応

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

行
財
政
改
革
取
組
方
針
に
基

づ
く
、
令
和
９
年
度
ま
で
の

「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
や
、
今

年
５
月
に
示
さ
れ
た
「
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
係
る
素

案
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
、
議

会
と
し
て
の
姿
勢
や
考
え
を
示

す
重
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
ま

す
。
公
共
施
設
の
整
理
に
よ
る

費
用
削
減
案
に
対
し
て
は
、
市

民
目
線
で
慎
重
に
検
討
し
、
市

民
の
声
と
将
来
を
見
据
え
た
運

営
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が

ら
、
方
向
性
を
決
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

他
に
、
議
員
定
数
の
議
論
も

あ
り
ま
す
。
議
員
の
な
り
手
不

足
や
投
票
率
低
下
、
人
口
減
少

を
踏
ま
え
、
様
々
な
観
点
か
ら

調
査
・
議
論
を
進
め
、
結
論
を

導
き
出
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

議
会
は
、
市
民
に
対
し
、
二

元
代
表
制
の
一
翼
を
担
っ
て
い

る
こ
と
を
再
認
識
し
、
是
々

非
々
の
立
場
で
民
意
を
く
み
取

る
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。
市

民
に
対
し
誠
実
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
で
、
調
和
の
と
れ
た

議
会
運
営
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

こ
の
た
び
第
30
代
議
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
、
佐
藤
暸
二

で
す
。
引
き
続
き
議
長
を
務
め

ま
す
こ
と
は
誠
に
光
栄
な
こ
と

で
あ
り
、
そ
の
職
責
の
重
さ
に

改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
す
。
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
向

け
、
市
当
局
と
対
等
な
立
場
で

意
見
を
述
べ
、
議
会
運
営
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
は
、
市
の
政
策
を
最
終

決
定
す
る
「
議
事
機
関
」
で
あ

市
議
会
か
ら
選
出
す
る
監
査
委
員

と
し
て
、鈴
木
正
勝
議
員
を
選
任
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、議
会
で
同
意
し
ま
し

た
。
任
期
は
令
和
７
年
９
月
19
日
か

ら
令
和
９
年
９
月
３
日
ま
で
で
す
。

鈴
木
正
勝
議
員
の
略
歴

昭
和
27
年
生
ま
れ
。
平
成

11
年
４
月
に
須
賀
川
市
議
会

議
員
に
当
選
し
、
議
員
歴
は

７
期
目
に
当
た
る
。
住
所
は

市
内
新
町
。

こ
の
間
、
須
賀
川
市
議
会

副
議
長
、
建
設
水
道
常
任
委

員
会
委
員
長
、
教
育
福
祉
常

任
委
員
会
委
員
長
、
議
会
基

本
条
例
検
討
特
別
委
員
会
委

員
長
な
ど
を
歴
任
。

議
長
就
任
あ
い
さ
つ須賀川市議会議長

佐 藤 暸 二

須賀川市議会副議長

大河内和彦
監査委員

鈴 木 正 勝

副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

こ
の
た
び
副
議
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
大
河
内
和
彦

で
す
。議
長
を
支
え
ス
ム
ー
ズ

な
議
会
運
営
に
な
る
よ
う
心

掛
け
、市
民
の
皆
様
が
安
全
に

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
務
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

現
在
、行
財
政
改
革
取
組
方

針
に
基
づ
く「
集
中
改
革
プ
ラ

ン
」計
画
期
間
中
で
す
。市
民

の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
様
々

な
意
見
を
当
局
に
伝
え
、議
員

間
で
情
報
を
共
有
し
議
論
を

深
め
、よ
り
良
い
方
向
性
を
導

き
出
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
が

よ
り
進
ん
で
し
ま
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。地
域
住
民
が
主
体

と
な
っ
て
地
域
課
題
の
解
決
に

取
り
組
む「
地
域
づ
く
り
活
動
」

の
拠
点
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
も
重
要
な
課

題
と
し
て
取
り
組
む
必
要
性
が

高
い
と
捉
え
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
声
を
市
政
に

反
映
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

監査委員に鈴木正勝議員
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踏
ま
え
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
期
待
さ

れ
る
役
割
や
活
動
分
野
、
更
に
は
、
隊
員

に
対
す
る
活
動
・
定
着
支
援
な
ど
、
組
織

的
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
に
つ
い
て
、
類
似
す

る
地
域
の
成
功
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら

調
査
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

委
員
会
活
動
報
告

委員会活動報告

委 員 長　大柿　貞夫
副委員長　斉藤　秀幸
委　　員　安藤　正博
　 　 　　松川　勇治
　 　 　　溝井　光夫
　 　 　　佐藤　暸二
　 　 　　市村　喜雄
　 　 　　大内　康司

総
務
常
任
委
員
会

委 員 長　石堂　正章
副委員長　古川　達也
委　　員　関根　篤志
　 　 　　深谷　政憲
　 　 　　横田　洋子
　 　 　　本田　勝善
　 　 　　五十嵐　伸
　 　 　　鈴木　正勝

経
済
建
設
常
任
委
員
会

本
委
員
会
は
、
９
月
の
臨
時
会
で

新
た
な
構
成
と
な
り
、
９
月
定
例
会

に
お
い
て
、
継
続
調
査
事
件
と
し
て

２
件
の
項
目
に
つ
い
て
取
り
組
む
こ

と
と
し
ま
し
た
。
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

公
共
交
通
対
策
に
つ
い
て

こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年

６
月
18
日
開
催
の
本
委
員
会
に
お
い
て
、

「
各
種
計
画
の
策
定
」
を
は
じ
め
４
項
目

を
市
当
局
に
対
し
て
提
言
し
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
そ
の
後
、
市
で
は
令
和
６
年
３
月

に
「
地
域
公
共
交
通
計
画
」
が
策
定
さ

れ
、
今
年
度
か
ら
は
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通

「
ち
ょ
こ
す
か
」
も
本
格
運
行
を
開
始
す

る
な
ど
、
新
し
い
取
り
組
み
も
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
公
共
交
通
の
ニ
ー
ズ
は
、
社
会

経
済
情
勢
等
の
影
響
に
よ
り
日
々
変
化
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

現
在
の
状
況
に
即
し
た
、
持
続
可
能
な
公

共
交
通
の
在
り
方
や
、
市
民
の
求
め
る

サ
ー
ビ
ス
の
実
態
に
つ
い
て
、
改
め
て
調

査
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

積
極
的
な
活
用
に
つ
い
て

地
域
活
性
化
及
び
制
度
の
活
用
促
進
の

観
点
か
ら
、
本
市
の
現
状
や
将
来
課
題
を

本
委
員
会
は
、
9
月
の
臨
時
会
で

新
た
な
構
成
と
な
り
、
9
月
定
例
会

に
お
い
て
、
継
続
調
査
事
件
と
し
て

３
件
の
項
目
に
つ
い
て
取
り
組
む
こ

と
と
し
ま
し
た
。
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

﹁
農
﹂
を
支
え
る
人
づ
く
り
と

仕
組
み
づ
く
り
の
現
状
と

今
後
に
つ
い
て

本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
つ
い

て
、
新
規
就
農
者
や
担
い
手
の
確
保
に
向

け
た
支
援
な
ど
の
人
づ
く
り
と
、
経
営
の

効
率
化
や
販
売
経
路
の
確
保
な
ど
の
仕
組

み
づ
く
り
に
つ
い
て
、
調
査
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

須
賀
川
駅
周
辺
の
整
備
と活

用
に
つ
い
て

須
賀
川
駅
に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年
１

月
か
ら
供
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
駅

周
辺
は
交
通
の
要
所
で
あ
り
、
通
勤
、
通

学
者
だ
け
で
な
く
観
光
客
や
地
域
住
民
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
整
備
や
活
用
に
つ
い
て
、
調
査
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

上
下
水
道
事
業
経
営
の

基
盤
強
化
に
つ
い
て

上
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
施
設
の

多
く
が
建
設
か
ら
数
十
年
が
経
過
し
、
設

備
の
老
朽
化
が
進
行
し
て
お
り
、
適
切
な

維
持
管
理
や
更
新
計
画
の
推
進
が
不
可
欠

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
少
子
高
齢
化
に
よ

る
人
口
減
少
が
上
下
水
道
事
業
の
収
入
に

も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
持
続
可
能
な
事
業
経
営
に
つ
い
て
、

調
査
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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13人の議員が一般質問を行いました

一 般 質 問９
月
定
例
会

一般質問は、議員の調査・研究、住民の声や自身の考え方をもとに、市政全般について
市長などの方針を問うものです。
議会だよりではスペースの都合上、質問と答弁が要約してありますが、QRコードを
スマートフォン等で読み取ると、全体の録画映像を見ることができます。

溝井 光夫

①消防設備について
②地域コミュニティの支援に
ついて

　ステンレス製地上式防火
水槽の検討を提言。
　防災活動や健康づくり、ごみ出し支援など地域
の裁量で使用できる補助メニューについては、地
域ニーズや先進事例
などを参考に、導入
可否も含め検討との
答弁でした。

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶

石堂 正章

①避難所の運営について
②須賀川特撮アーカイブセ
ンターについて
③公共施設マネジメントの
推進について

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶

　今回の一般質問は、【市民サービスの更なる進
捗】を目指すために、【避難所の運営】の現状と支
援体制の構築、【須賀川特撮アーカイブセンター】
における現況と今後の展開、【公共施設マネジメン
トの推進】に関する今後の展開の３点を質しまし
た。

本田 勝善

①災害福祉支援体制の機能
強化について
②自主防災組織訓練マニュア
ルの作成について
③災害時のドローンによる物
資輸送協定について
④防災士について
⑤ＩＣＴを活用した登下校見守りシステムの整備について

自治体は地域防災計画、地域福祉計画、高齢者施
策を見直し、平時も災害時も高齢者を守り抜き、
災害関連死ゼロを目指すため、大規模災害時に高
齢者や障がい者などへの支援体制の取り組みにつ
いて伺う。

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶

堂脇 明奈

①平和行政と学校における平和学
習について
②特別な支援を要する子どもたち
の教育と福祉について
③外国からの移住労働者に
ついて

戦後・被爆80年の節目の年。平和と多様性につ
いて質問しました。
　平和を問い続け、支援を要する子どもたちや外
国移住労働者など、多様性を認め合い誰もが住み
やすい地域社会をつくっていくことを求めまし
た。

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶

ギカイのギモン

「委員会」とは？

　議会の中で話し合う内容を分けて、詳しく調査したり
意見をまとめたりするグループのことです。
　議員が分野ごとに分かれて、たとえば「教育」「建設」
などのテーマについて話し合います。全員で一度に話す
よりも、少人数で詳しく調査を行うことで、より良い意見
や決定につなげることができます。
　委員会でまとまった内容は、議員全員が集まる本会議
で最終的に決定します。

委員会活動報告

委
員
会
活
動
報
告

委 員 長　溝井　光夫
副委員長　関根　篤志
委　　員　深谷　勝仁
　 　 　　斉藤　秀幸
　 　 　　熊谷　勝幸
　 　 　　石堂　正章
　 　 　　五十嵐　伸
　 　 　　鈴木　正勝

議
会
運
営
委
員
会

委 員 長　熊谷　勝幸
副委員長　柏村　修吾
委　　員　深谷　勝仁
　 　 　　堂脇　明奈
　 　 　　浜尾　一美
　 　 　　小野　裕史
　 　 　　鈴木　洋二
　 　 　　大河内和彦

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

本
委
員
会
は
、
９
月
の
臨
時
会
で

新
た
な
構
成
と
な
り
、
９
月
定
例
会

に
お
い
て
、
継
続
調
査
事
件
と
し
て

「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い

て
」
を
調
査
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

本
市
で
は
、
令
和
６
年
４
月
に
策
定
し

た
「
市
行
財
政
改
革
取
組
方
針
」
に
基
づ

き
、
令
和
７
年
度
か
ら
９
年
度
ま
で
の
３

年
間
を
集
中
改
革
期
間
と
す
る
「
集
中
改

革
プ
ラ
ン
」
を
実
施
し
、
行
財
政
全
般
に

つ
い
て
見
直
し
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
取
組
事
項
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
」
が
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

令
和
７
年
６
月
に
開
催
し
た
市
議
会
議

員
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、
一
部
公
共
施
設

の
開
館
時
間
の
短
縮
や
休
館
日
の
追
加
、
ま

た
、
市
公
共
施
設
等
個
別
施
設
計
画
に
お

け
る
再
編
時
期
の
前
倒
し
に
よ
る
施
設
の

統
廃
合
な
ど
の
素
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

公
共
施
設
の
適
正
な
配
置
や
見
直
し

は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
に

直
結
す
る
重
要
な
課
題
で
す
。
人
口
減
少

や
厳
し
い
財
政
状
況
、
施
設
の
老
朽
化
及

び
維
持
管
理
の
課
題
が
進
む
現
状
を
踏
ま

え
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
施
設
整
備
の

本
委
員
会
は
、
９
月
の
臨
時
会
で
新

た
な
構
成
と
な
り
、
市
民
の
皆
様
に
よ

り
分
か
り
や
す
く
身
近
な
議
会
と
な
る

よ
う
、
議
会
審
議
の
活
性
化
や
議
会
活

動
の
透
明
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
議

会
運
営
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
効
率
化
な
ど

を
進
め
な
が
ら
質
の
高
い
議
会
と
な
る

べ
く
議
論
を
深
め
、
議
会
改
革
や
円
滑

な
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

主
な
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

●

議
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項

●

議
会
の
会
議
規
則
、
委
員
会
に
関
す
る

条
例
等
に
関
す
る
事
項

●

議
長
の
諮
問
に
関
す
る
事
項

（
長
期
欠
席
等
し
た
議
員
の
議
員
報
酬
等

の
取
扱
い
に
つ
い
て
）

●

災
害
発
生
時
に
お
け
る
対
応
な
ど

以
上
の
項
目
に
つ
い
て
「
市
民
に
開
か

れ
た
議
会
運
営
」
を
目
指
し
深
く
議
論
を

重
ね
、
積
極
的
に
調
査
研
究
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

在
り
方
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。調

査
に
当
た
り
、
対
象
施
設
の
現
状
把

握
を
は
じ
め
、
民
間
活
力
の
導
入
可
能
性

や
民
間
運
営
の
先
行
事
例
、
さ
ら
に
学
校

統
廃
合
後
の
施
設
等
の
利
活
用
手
法
な
ど

に
つ
い
て
調
査
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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13人の議員が一般質問を行いました

一 般 質 問９
月
定
例
会

一般質問は、議員の調査・研究、住民の声や自身の考え方をもとに、市政全般について
市長などの方針を問うものです。
議会だよりではスペースの都合上、質問と答弁が要約してありますが、QRコードを
スマートフォン等で読み取ると、全体の録画映像を見ることができます。

溝井 光夫

①消防設備について
②地域コミュニティの支援に
ついて

　ステンレス製地上式防火
水槽の検討を提言。
　防災活動や健康づくり、ごみ出し支援など地域
の裁量で使用できる補助メニューについては、地
域ニーズや先進事例
などを参考に、導入
可否も含め検討との
答弁でした。

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶

石堂 正章

①避難所の運営について
②須賀川特撮アーカイブセ
ンターについて
③公共施設マネジメントの
推進について

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶

　今回の一般質問は、【市民サービスの更なる進
捗】を目指すために、【避難所の運営】の現状と支
援体制の構築、【須賀川特撮アーカイブセンター】
における現況と今後の展開、【公共施設マネジメン
トの推進】に関する今後の展開の３点を質しまし
た。

本田 勝善

①災害福祉支援体制の機能
強化について
②自主防災組織訓練マニュア
ルの作成について
③災害時のドローンによる物
資輸送協定について
④防災士について
⑤ＩＣＴを活用した登下校見守りシステムの整備について

自治体は地域防災計画、地域福祉計画、高齢者施
策を見直し、平時も災害時も高齢者を守り抜き、
災害関連死ゼロを目指すため、大規模災害時に高
齢者や障がい者などへの支援体制の取り組みにつ
いて伺う。

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶

堂脇 明奈

①平和行政と学校における平和学
習について
②特別な支援を要する子どもたち
の教育と福祉について
③外国からの移住労働者に
ついて

戦後・被爆80年の節目の年。平和と多様性につ
いて質問しました。
　平和を問い続け、支援を要する子どもたちや外
国移住労働者など、多様性を認め合い誰もが住み
やすい地域社会をつくっていくことを求めまし
た。

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶

ギカイのギモン

「委員会」とは？

　議会の中で話し合う内容を分けて、詳しく調査したり
意見をまとめたりするグループのことです。
　議員が分野ごとに分かれて、たとえば「教育」「建設」
などのテーマについて話し合います。全員で一度に話す
よりも、少人数で詳しく調査を行うことで、より良い意見
や決定につなげることができます。
　委員会でまとまった内容は、議員全員が集まる本会議
で最終的に決定します。

一般質問

９
月
定
例
会一般
質
問
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はじめて傍聴される方へ

　 傍聴までの流れ
1傍聴受付簿を取り、住所、氏名等を記入する。
21で記入したものを投入箱へ入れ、
　本日の資料を取る。
3傍聴席の空いている席へ座り、傍聴する。
　（途中での入退場は自由です。）
　 議場内での主なルール
●傍聴の際は、着席してください。
●飲食や帽子の着用はお控え願います。
●携帯電話等は音が出ないようにしてください。
●雑談、拍手、ヤジなどの音を立てる行為、喫煙は禁止です。
●写真撮影、録画、録音はご遠慮ください。

傍聴案内 傍聴室入口

深谷 勝仁

①市の財政状況について
②須賀川駅周辺整備につい
て

　財政状況については、行財政改革を将来世代に
責任を果たす改革へと結実するよう、財政の「見
える化」と市民への丁寧な説明を求めました。
　須賀川駅西口整備について、ホテルや飲食店等
の民間事業者参入を促進し、東西の商業・居住の
バランスを整えた複合的なまちづくりの推進を訴
えました。

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶
浜尾 一美

①公共施設の再編について
②移住定住について

　公共施設を再編していく上で、なぜこの施設が
対象となったのか、理由と今後の方向性について
の考えは！
　当市の移住定住政策の今後の方針について、ど
のようにしていくのか！

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶

鈴木 正勝

①物価高騰対応重点支援地
方創生臨時交付金の活用
について
②戸籍法改正によるフリガナ
記載における、現在の取り
組み状況と今後の取り組み
について

　今年度の、市の物価高騰対策について、実施し
たもの、実施中のもの、これから実施を予定して
いるものの留意点などについて確認し、今後の取
り組みへの考え方とさらなる交付金の活用を提言
しました。

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶
松川 勇治

①長沼小中一貫校校舎施設
整備について
②みどりの食料システム
戦略について
③地域おこし協力隊について

　長沼小中学校統廃合について、対象保護者及び
地域住民に充分な説明がなされていないため質問
しました。また「みどりの食料システム戦略※1」
や「地域おこし協力隊※2」の積極的な活用につい
て提言しました。
※１食料の生産から消費までの環境負荷を減らし、食料の安定供給と
農林水産業の持続的な発展を目指すための戦略。

※２都市の住民が地方へ移住し、地域協力活動を通して地方への定
住・移住を図る取組。

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶

関根 篤志

①本市の熱中症対策について
②ペット同伴避難所について

　災害時に市民の避難所と
もなる学校体育館へのエア
コン設置について、国の臨
時特例交付金の活用を訴え
たところ、当局からは、「今
後、整備計画の策定を進
め、交付金の活用を検討す
る」と前向きな答弁を引き
出しました。

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶
小野 裕史

①財政健全化に向けた取り組
み状況について

　今回は、当市の財政状況の現状を確認するとと
もに、市民生活に対する影響について質した。
　また、集中改革プランにおける税外収入に関し
て、特にネーミングライツについて現状の取り組
み状況及び候補となる施設等を質した。

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶
柏村 修吾

①学校教育における環境変化に
伴う安全対策について
②市内公立学校体育館等への今
後の環境整備について
③長沼地域の小中学校統合
に伴う校舎等の整備計画
について

・地球規模で進行する環境変化に対応した学校教
育・子育てに関する環境
整備（安全対策等）につ
いて
・体育館へのエアコン設置

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶

横田 洋子

①身寄りのないなどの高齢者を
支える包括支援について
②卸町周辺の浸水対策について
③行財政改革取組方針につ
いて

　公共施設の管理・運営に「質の高い住民サービ
ス」の提供を理由としたコンセッション方式※の導
入を進めようとしています。この手法の必要性や
根拠、対象施設を質しました。地域経済の好循環
の対局にあるため導入に反対です。
※公共施設の運営権を民間企業に一定期間貸し出す制度。

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶
安藤 正博

①市民温泉について
②文化財について
③須賀川駅東口の利用構
想について

　市民温泉はたくさんの市民から親しまれている
施設です。機能廃止すべきではないと思い質問し
ました。
　文化財の管理、無形民俗文化財の継承について
質しました。
　旧駅舎ＪＲ駅事務所跡について提言しました。

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶

議会を傍聴しませんか？
本会議や委員会は、住所・氏名を記入するだけでどなたで
も傍聴ができます。サークルやクラブ等、団体での傍聴も可
能です。詳しくは議会事務局までお問い合わせください。ま
た、本会議の模様をインターネットで配信しています。

３台停められます

防音室でお子様連れの方でも安心です

車いす使用者用スペース

みんなの傍聴室

委員会の傍聴席は８席です

委員会室

ライブ中継 録画配信

ネット配信はこちら！

一般質問

９
月
定
例
会一般
質
問
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はじめて傍聴される方へ

　 傍聴までの流れ
1傍聴受付簿を取り、住所、氏名等を記入する。
21で記入したものを投入箱へ入れ、
　本日の資料を取る。
3傍聴席の空いている席へ座り、傍聴する。
　（途中での入退場は自由です。）
　 議場内での主なルール
●傍聴の際は、着席してください。
●飲食や帽子の着用はお控え願います。
●携帯電話等は音が出ないようにしてください。
●雑談、拍手、ヤジなどの音を立てる行為、喫煙は禁止です。
●写真撮影、録画、録音はご遠慮ください。

傍聴案内 傍聴室入口

深谷 勝仁

①市の財政状況について
②須賀川駅周辺整備につい
て

　財政状況については、行財政改革を将来世代に
責任を果たす改革へと結実するよう、財政の「見
える化」と市民への丁寧な説明を求めました。
　須賀川駅西口整備について、ホテルや飲食店等
の民間事業者参入を促進し、東西の商業・居住の
バランスを整えた複合的なまちづくりの推進を訴
えました。

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶
浜尾 一美

①公共施設の再編について
②移住定住について

　公共施設を再編していく上で、なぜこの施設が
対象となったのか、理由と今後の方向性について
の考えは！
　当市の移住定住政策の今後の方針について、ど
のようにしていくのか！

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶

鈴木 正勝

①物価高騰対応重点支援地
方創生臨時交付金の活用
について
②戸籍法改正によるフリガナ
記載における、現在の取り
組み状況と今後の取り組み
について

　今年度の、市の物価高騰対策について、実施し
たもの、実施中のもの、これから実施を予定して
いるものの留意点などについて確認し、今後の取
り組みへの考え方とさらなる交付金の活用を提言
しました。

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶
松川 勇治

①長沼小中一貫校校舎施設
整備について
②みどりの食料システム
戦略について
③地域おこし協力隊について

　長沼小中学校統廃合について、対象保護者及び
地域住民に充分な説明がなされていないため質問
しました。また「みどりの食料システム戦略※1」
や「地域おこし協力隊※2」の積極的な活用につい
て提言しました。
※１食料の生産から消費までの環境負荷を減らし、食料の安定供給と
農林水産業の持続的な発展を目指すための戦略。

※２都市の住民が地方へ移住し、地域協力活動を通して地方への定
住・移住を図る取組。

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶

関根 篤志

①本市の熱中症対策について
②ペット同伴避難所について

　災害時に市民の避難所と
もなる学校体育館へのエア
コン設置について、国の臨
時特例交付金の活用を訴え
たところ、当局からは、「今
後、整備計画の策定を進
め、交付金の活用を検討す
る」と前向きな答弁を引き
出しました。

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶
小野 裕史

①財政健全化に向けた取り組
み状況について

　今回は、当市の財政状況の現状を確認するとと
もに、市民生活に対する影響について質した。
　また、集中改革プランにおける税外収入に関し
て、特にネーミングライツについて現状の取り組
み状況及び候補となる施設等を質した。

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶
柏村 修吾

①学校教育における環境変化に
伴う安全対策について
②市内公立学校体育館等への今
後の環境整備について
③長沼地域の小中学校統合
に伴う校舎等の整備計画
について

・地球規模で進行する環境変化に対応した学校教
育・子育てに関する環境
整備（安全対策等）につ
いて
・体育館へのエアコン設置

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶

横田 洋子

①身寄りのないなどの高齢者を
支える包括支援について
②卸町周辺の浸水対策について
③行財政改革取組方針につ
いて

　公共施設の管理・運営に「質の高い住民サービ
ス」の提供を理由としたコンセッション方式※の導
入を進めようとしています。この手法の必要性や
根拠、対象施設を質しました。地域経済の好循環
の対局にあるため導入に反対です。
※公共施設の運営権を民間企業に一定期間貸し出す制度。

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶
安藤 正博

①市民温泉について
②文化財について
③須賀川駅東口の利用構
想について

　市民温泉はたくさんの市民から親しまれている
施設です。機能廃止すべきではないと思い質問し
ました。
　文化財の管理、無形民俗文化財の継承について
質しました。
　旧駅舎ＪＲ駅事務所跡について提言しました。

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶

議会を傍聴しませんか？
本会議や委員会は、住所・氏名を記入するだけでどなたで
も傍聴ができます。サークルやクラブ等、団体での傍聴も可
能です。詳しくは議会事務局までお問い合わせください。ま
た、本会議の模様をインターネットで配信しています。

３台停められます

防音室でお子様連れの方でも安心です

車いす使用者用スペース

みんなの傍聴室

委員会の傍聴席は８席です

委員会室

ライブ中継 録画配信

ネット配信はこちら！

一般質問

９
月
定
例
会一般
質
問

須賀川市議会だより須賀川市議会だより No.947
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歳入  375億9,796万9千円

歳入
比率

市税
25.7%

地方交付税
23.8%国庫支出金

17.5%

県支出金 7.5%

市債 5.2%

地方消費税
交付金

5.2%

繰入金 4.7%

繰越金 3.1% その他
7.3%

歳出  360億2,146万6千円

歳出
比率

民生費
38.4%

総務費
11.2%土木費

10.8%

公債費
10.1%

消防費
3.7%

商工費 2.6%
その他 0.9%

議会費 0.8％
労働費 0.1％

教育費 9.8%

衛生費 8.7%

農林　　
水産業費 3.8%
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令和６年度決算を認定

一般会計
決算額

歳 入   ３７５億９,７９６万９千円
歳 出   ３６０億２,１４６万６千円

　決算特別委員会は、10月10日、14日及び15日に行われ、令和6年度一般会計、特別会計及び企業会計の決

算審査を行いました。

　審査では、当初予算額及び昨年度決算との比較や、財源の状況、費用対効果の確認、決算を踏まえての今後

の課題とその対応策など、様々な観点から質疑が行われ、その結果、全会一致で認定されました。

決算審査にて行われた
質疑・答弁の内容を一部ご紹介します

※紙面の都合上要約しています。

総 務 費

生活バス路線維持対策事業【企画政策課】
対象の路線数と、前年度と比較した利用者数を伺う。Q

A 対象は、市内のみの単独路線が11路線、他の市町
村をまたいでいる路線が６路線である。
利用者数は、令和６年度に対象が１路線増えてい
るため令和５年度と比較すると増加しているが、
その路線を除くと約4,200人の減となる。

民 生 費

障がい者福祉サービス給付等事業【社会福祉課】
事業費について、令和6年度中に補正予算で約7億
円増額しているが、その要因を伺う。

Q

A 前年度の利用実績等を踏まえ当初予算を計上して
いたが、施設の充実やサービス受給者の増加が要
因である。特に就労継続支援と児童通所支援につ
いて大幅な増加があった。

教 育 費

研修バス活用事業【教育総務課】
研修バスの運行回数と、令和5年度と比較して予算
が減額していることに伴い、その分の代替として
どのような取組を行っているのか伺う。

Q

A 運行回数は、所有している2台の合計で377回である。
また、運行回数が少なくなった分、ビデオ視聴
や、児童・生徒に１人１台配布されているタブ
レットを利用したオンライン見学等を実施してお
り、今後も活用していきたい。

スポーツ振興イメージアップ事業
　　　　　　　　　　　【生涯学習スポーツ課】
円谷幸吉メモリアルマラソンについて、参加者数
と、令和6年度にハーフマラソンを実施しなかった
経緯を伺う。

Q

A 参加者数については、令和5年度が1,738人、令和
6年度が1,663人である。
ハーフマラソンに関しては、安全対策面について
警察署から指導があったが、費用や配置等の対応
が困難であり実施を見送った。今年度について
は、安全対策が整ったため開催する。

土 木 費

市道維持管理事業【道路河川課】
街路樹維持管理業務委託料と路面清掃業務委託料の委託内容と、今後の管理についての検討状況を伺う。Q

A 街路樹維持管理業務委託については、植樹帯の管理、樹木の選定、除草等であり、10件程度発注を行った。路面清
掃業務委託については、幹線道路の路肩等の堆積土砂の除去で、路面清掃車を使用するものである。
今後については、周辺の樹木の状況等を踏まえながら、維持管理費の削減を検討していきたい。

農林水産業費

地域計画作成事業【農政課】
事業内容と成果について伺う。Q

A 集落地域が抱える、人と農地の問題を解決するた
めの計画であり、昨年度は69地区で策定した。本
市では行政区単位で説明会を開催して策定してお
り、アンケート調査等の結果を、図面や地域の未
来像に反映させている。

商 工 費

釈迦堂川花火大会補助事業【観光交流課】
令和6年度における有料観覧席の売上金額と販売状
況を伺う。

Q

A 売上金額は、テー
ブル席が約2,033
万円、イス席が約
703万円である。
テーブル席は準備
した1099席が完売
となった。

議会と予算・決算の流れ

議会

９～２月

予算の
作成

４～３月

予算の
執行
（事業実施）

３月
定例会

議会へ
予算議案

提出

９月
定例会

議会へ
決算議案

提出

チェック
チェック

決算審査

審
議
結
果

須賀川市議会だより No.94 8
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令和６年度決算を認定

一般会計
決算額

歳 入   ３７５億９,７９６万９千円
歳 出   ３６０億２,１４６万６千円

　決算特別委員会は、10月10日、14日及び15日に行われ、令和6年度一般会計、特別会計及び企業会計の決

算審査を行いました。

　審査では、当初予算額及び昨年度決算との比較や、財源の状況、費用対効果の確認、決算を踏まえての今後

の課題とその対応策など、様々な観点から質疑が行われ、その結果、全会一致で認定されました。

決算審査にて行われた
質疑・答弁の内容を一部ご紹介します

※紙面の都合上要約しています。

総 務 費

生活バス路線維持対策事業【企画政策課】
対象の路線数と、前年度と比較した利用者数を伺う。Q

A 対象は、市内のみの単独路線が11路線、他の市町
村をまたいでいる路線が６路線である。
利用者数は、令和６年度に対象が１路線増えてい
るため令和５年度と比較すると増加しているが、
その路線を除くと約4,200人の減となる。

民 生 費

障がい者福祉サービス給付等事業【社会福祉課】
事業費について、令和6年度中に補正予算で約7億
円増額しているが、その要因を伺う。

Q

A 前年度の利用実績等を踏まえ当初予算を計上して
いたが、施設の充実やサービス受給者の増加が要
因である。特に就労継続支援と児童通所支援につ
いて大幅な増加があった。

教 育 費

研修バス活用事業【教育総務課】
研修バスの運行回数と、令和5年度と比較して予算
が減額していることに伴い、その分の代替として
どのような取組を行っているのか伺う。

Q

A 運行回数は、所有している2台の合計で377回である。
また、運行回数が少なくなった分、ビデオ視聴
や、児童・生徒に１人１台配布されているタブ
レットを利用したオンライン見学等を実施してお
り、今後も活用していきたい。

スポーツ振興イメージアップ事業
　　　　　　　　　　　【生涯学習スポーツ課】
円谷幸吉メモリアルマラソンについて、参加者数
と、令和6年度にハーフマラソンを実施しなかった
経緯を伺う。

Q

A 参加者数については、令和5年度が1,738人、令和
6年度が1,663人である。
ハーフマラソンに関しては、安全対策面について
警察署から指導があったが、費用や配置等の対応
が困難であり実施を見送った。今年度について
は、安全対策が整ったため開催する。

土 木 費

市道維持管理事業【道路河川課】
街路樹維持管理業務委託料と路面清掃業務委託料の委託内容と、今後の管理についての検討状況を伺う。Q

A 街路樹維持管理業務委託については、植樹帯の管理、樹木の選定、除草等であり、10件程度発注を行った。路面清
掃業務委託については、幹線道路の路肩等の堆積土砂の除去で、路面清掃車を使用するものである。
今後については、周辺の樹木の状況等を踏まえながら、維持管理費の削減を検討していきたい。

農林水産業費

地域計画作成事業【農政課】
事業内容と成果について伺う。Q

A 集落地域が抱える、人と農地の問題を解決するた
めの計画であり、昨年度は69地区で策定した。本
市では行政区単位で説明会を開催して策定してお
り、アンケート調査等の結果を、図面や地域の未
来像に反映させている。

商 工 費

釈迦堂川花火大会補助事業【観光交流課】
令和6年度における有料観覧席の売上金額と販売状
況を伺う。

Q

A 売上金額は、テー
ブル席が約2,033
万円、イス席が約
703万円である。
テーブル席は準備
した1099席が完売
となった。

議会と予算・決算の流れ
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９月定例会 令和７年度９月補正予算

一般会計補正予算に２億７,２６６万９千円を追加

一部事務組合議会議員を紹介します

質疑・答弁の一部紹介
※紙面の都合上要約しています。

Pick up!!

総 務 費

ふるさと納税推進事業【企画政策課】
今回の補正予算での増額理由を伺う。Q

A 当初、寄附金額を9,800万円で見込んでいたが、
件数、額ともに大きく伸びているため、見込額を
1億5,000万円に変更したことに伴う委託料の増
加である。

民 生 費

児童クラブ館管理運営事業【こども課】
仁井田児童クラブ館の引越し作業について、休館日
は日曜のみだが、どのように作業する予定なのか。
また、引越しの業務委託について内容を伺う。

Q

A 工事終了後、春休み中の土曜日を休館にし、土日で
作業する予定である。
また、大型のコピー機や冷蔵庫等の引越し作業を委託
し、机やイス等については職員で作業する予定である。

衛 生 費

成人予防接種推進事業【健康づくり課】
新型コロナワクチンと帯状疱疹ワクチンの本事業
における対象者と、自己負担額を伺う。

Q

A 対象者はどちらも65歳以上である。自己負担額は
新型コロナワクチンが4,600円、帯状疱疹ワクチン
は生ワクチンが4,200円、不活化ワクチンは2回接
種の合計で22,000円である。

消 防 費

消防団管理運営事業、消防施設等整備事業
　　　　　　　　　　　　　　　【市民安全課】
それぞれの事業概要について伺う。Q

A 企業版ふるさと納税による寄附に伴い、消防団管
理運営事業では消防団の消耗品購入や設備等の充
実を図り、消防設備等整備事業では
ホース乾燥塔の新設と修繕を行う予
定である。

・成人予防接種推進事業 ･･････････････････････････････････････････････････････６,000万円
・須賀川地方広域消防組合分担金 ････････････････････････････････････････4,242万９千円
・普通交付税あん分負担金公立岩瀬病院企業団構成町村分････････････4,176万１千円
・長沼小中一貫校整備事業････････････････････････････････････････････････3,138万６千円
・ふるさと納税推進事業 ･･･････････････････････････････････････････････････････2,700万円
・児童クラブ館管理運営事業 ･･････････････････････････････････････････････････2,440万円

９月定例会における
主な一般会計
補正予算内容

10月９日に予算常任委員会が開かれ、４件の補正予算議案
について慎重な審査を行い、いずれも原案のとおり可決し
ました。

　複数の市町村などが、事務の一部を共同で行うことを目的として設置する組織を「一部事務組合」といいます。
　構成市町村から決まった人数の議員が選出されており、今回、以下の組合については次の議員が選出されました。

団 体 名（構成市町村） 選出人数 選出議員

須賀川地方保健環境組合
須賀川市・鏡石町・天栄村 ９人

６人
須賀川地方広域消防組合

須賀川市・鏡石町・天栄村・石川町・
玉川村・平田村・浅川町・古殿町

松川　勇治　 熊谷　勝幸　 鈴木　洋二
大柿　貞夫　 大河内和彦　 横田　洋子
本田　勝善　 五十嵐　伸　 市村　喜雄

深谷　勝仁　 関根　篤志　 浜尾　一美
小野　裕史　 溝井　光夫　 石堂　正章

ギカイの

　ギモン
「継続審査」

とは？

　本会議に提出された案件について、会期中に結論が出なかった場合、
閉会中や次の定例会でも審査することをいいます。審査を付託された委
員会の委員長が、本会議中に「閉会中の継続調査事件の
申出」を行い、議会で認められれば継続審査が可能とな
ります。

審議結果

議案等番号 件　　　　　名 結果

議　
　
案

57 人権擁護委員の候補者推薦につき意見を求めることについて ◎

58 須賀川市市営墓地条例の一部を改正する条例 ◎

59 市道路線の認定及び廃止について ◎

60 令和７年度須賀川市一般会計補正予算（第３号） ◎

61 令和７年度須賀川市市営墓地事業特別会計補正予算（第１号） ◎

62 令和７年度須賀川市介護保険特別会計補正予算（第１号） ◎

63 令和７年度須賀川市水道事業会計補正予算（第１号） ◎

64 令和６年度須賀川市一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定について ◎

65 令和６年度須賀川市水道事業会計決算の認定について ◎

66 令和６年度須賀川市下水道事業会計決算の認定について ◎

67 訴えの提起について ◎

68 監査委員の選任につき同意を求めることについて ◎

報
告 17 令和６年度須賀川市健全化判断比率及び資金不足比率について ◎

請
願 ６ 犬猫の繁殖防止のための「不妊去勢手術助成金制度」の創設を求める請願書

継続
審査

なにが決まっ
た？

９月定例会の審議結果
結果の表示記号 ◎ 全会一致で可決、認定、同意、了承等

審
議
結
果
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９月定例会 令和７年度９月補正予算

一般会計補正予算に２億７,２６６万９千円を追加

一部事務組合議会議員を紹介します

質疑・答弁の一部紹介
※紙面の都合上要約しています。

Pick up!!

総 務 費

ふるさと納税推進事業【企画政策課】
今回の補正予算での増額理由を伺う。Q

A 当初、寄附金額を9,800万円で見込んでいたが、
件数、額ともに大きく伸びているため、見込額を
1億5,000万円に変更したことに伴う委託料の増
加である。

民 生 費

児童クラブ館管理運営事業【こども課】
仁井田児童クラブ館の引越し作業について、休館日
は日曜のみだが、どのように作業する予定なのか。
また、引越しの業務委託について内容を伺う。

Q

A 工事終了後、春休み中の土曜日を休館にし、土日で
作業する予定である。
また、大型のコピー機や冷蔵庫等の引越し作業を委託
し、机やイス等については職員で作業する予定である。

衛 生 費

成人予防接種推進事業【健康づくり課】
新型コロナワクチンと帯状疱疹ワクチンの本事業
における対象者と、自己負担額を伺う。

Q

A 対象者はどちらも65歳以上である。自己負担額は
新型コロナワクチンが4,600円、帯状疱疹ワクチン
は生ワクチンが4,200円、不活化ワクチンは2回接
種の合計で22,000円である。

消 防 費

消防団管理運営事業、消防施設等整備事業
　　　　　　　　　　　　　　　【市民安全課】
それぞれの事業概要について伺う。Q

A 企業版ふるさと納税による寄附に伴い、消防団管
理運営事業では消防団の消耗品購入や設備等の充
実を図り、消防設備等整備事業では
ホース乾燥塔の新設と修繕を行う予
定である。

・成人予防接種推進事業 ･･････････････････････････････････････････････････････６,000万円
・須賀川地方広域消防組合分担金 ････････････････････････････････････････4,242万９千円
・普通交付税あん分負担金公立岩瀬病院企業団構成町村分････････････4,176万１千円
・長沼小中一貫校整備事業････････････････････････････････････････････････3,138万６千円
・ふるさと納税推進事業 ･･･････････････････････････････････････････････････････2,700万円
・児童クラブ館管理運営事業 ･･････････････････････････････････････････････････2,440万円

９月定例会における
主な一般会計
補正予算内容

10月９日に予算常任委員会が開かれ、４件の補正予算議案
について慎重な審査を行い、いずれも原案のとおり可決し
ました。

　複数の市町村などが、事務の一部を共同で行うことを目的として設置する組織を「一部事務組合」といいます。
　構成市町村から決まった人数の議員が選出されており、今回、以下の組合については次の議員が選出されました。

団 体 名（構成市町村） 選出人数 選出議員

須賀川地方保健環境組合
須賀川市・鏡石町・天栄村 ９人

６人
須賀川地方広域消防組合

須賀川市・鏡石町・天栄村・石川町・
玉川村・平田村・浅川町・古殿町

松川　勇治　 熊谷　勝幸　 鈴木　洋二
大柿　貞夫　 大河内和彦　 横田　洋子
本田　勝善　 五十嵐　伸　 市村　喜雄

深谷　勝仁　 関根　篤志　 浜尾　一美
小野　裕史　 溝井　光夫　 石堂　正章

ギカイの

　ギモン
「継続審査」

とは？

　本会議に提出された案件について、会期中に結論が出なかった場合、
閉会中や次の定例会でも審査することをいいます。審査を付託された委
員会の委員長が、本会議中に「閉会中の継続調査事件の
申出」を行い、議会で認められれば継続審査が可能とな
ります。

議
案
審
査

議案審査
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2025/11/27木
12/18木

22
日間12月 定 例 会 の 会 期 予 定

　過去にポスティング型フリーペーパー雑誌の編集
部に所属していた私にとって「紙面づくり」という言葉
はとても心躍る響きです。皆さんに分かりやすくて楽
しく読んで頂ける「議会だより」をお届けしたいと思っ
ております。頑張ってまいりますのでよろしくお願いい
たします。

委員　古川　達也委員　古川　達也
　委員会は２年の任期満了に伴う改選により、委員８名
のうち半分が入れ替わりました。私は引き続き委員にな
りましたので、新たな４名の委員とともに市民の皆様に
より親しまれる「議会だより」の発行に努めてまいります
ので、よろしくお願いいたします。

委員　深谷　政憲委員　深谷　政憲

　２年間の経験を活かし視察先で学んだ先行事例等を
市民目線で、より読みやすく、より身近な「議会だより」
の内容となるように努力したいです。

委員　柏村　修吾委員　柏村　修吾

　今期より議会広報常任委員会委員となりました。市
民の方々にとって議会を身近に感じてもらえるよう、紙
面づくりや情報発信に努めてまいりたいと思います。

委員　浜尾　一美委員　浜尾　一美

　新たな委員でスタート致しました。前号から一般質
問の掲載がリニューアルされました。いかがでしょう
か。更に見やすく、議会内容が「伝わる」紙面づくりに
取り組んでまいります。

委 員 長　堂脇　明奈委 員 長　堂脇　明奈

　堂脇委員長を支え、委員の皆さんと共に議会と市
民の架け橋になれるよう、まずは「議会だより」の刷新
をはかり、全世代にわかりやすい紙面づくりに努めて
まいります。

副委員長　松川　勇治副委員長　松川　勇治

　今回、議会広報常任委員会の委員になりました。
　「議会だより」を楽しんで見ていただけるよう活動し
てまいります。よろしくお願い申し上げます。

委員　安藤　正博委員　安藤　正博

　幅広い世代、特に若い世代の方にも気軽に手に
取ってもらえる「議会だより」を目指し、親しみやすく
伝わる紙面づくりを目指していきます。

委員　深谷　勝仁委員　深谷　勝仁

編集後記

須賀川市議会だより 第94号 発行日／2025年11月15日 発行／須賀川市議会

日 月 火 水 木 金 土
11／23 24 25 26 27 28 29

招集日
【本会議】
（議案一括上程・
提案理由説明） 議員議案調査

休会

30 12／1 2 3 4 5 6

休会
議会運営委員会

議員議案調査 議員議案調査 議員議案調査

総括質疑等
【本会議】

（総括質疑、議案等の委員会付託）
議員議案調査 常任委員会議案調査

休会

7 8 9 10 11 12 13

休会 常任委員会議案調査
（予備日）

一般質問
【本会議】

一般質問
【本会議】

一般質問
【本会議】

【委員会】
総務常任委員会
経済建設常任委員会

休会

14 15 16 17 18 19 20

休会 【委員会】
文教福祉常任委員会

【委員会】
予算常任委員会 事務整理

最終日【本会議】
（委員長報告、議案等
の質疑・討論・採決）

委員長
堂脇　明奈
副委員長
松川　勇治
委　員
安藤　正博
深谷　勝仁
古川　達也
柏村　修吾
浜尾　一美
深谷　政憲

次回の発行予定
２月15日㈰

市議会ＨＰ

市議会だより

議会広報
常任委員会
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